生育環境に影響されるサゴ澱粉の特性と小麦粉に混ぜた場合の付加価値の研究 by 小沼 廣幸
Studies on the Characteristics of Sago Starch
in Relation to Growth Environment of Sago Palm
(Metroxylon sagu Rottb.) and its Value
Addition to Wheat Flour as a Food Starch
Ingredient
著者 小沼 廣幸
発行年 2014
その他のタイトル 生育環境に影響されるサゴ澱粉の特性と小麦粉に混
ぜた場合の付加価値の研究
学位授与大学 筑波大学 (University of Tsukuba)
学位授与年度 2014
報告番号 12102乙第2718号
URL http://hdl.handle.net/2241/00126127
 
    
氏名（本籍）      小沼 廣幸  
 
学位の種類          博 士（ 農学 ） 
 
学位記番号          博 乙 第   2718  号 
  
学位授与年月日      平成 26 年 12 月 31 日 
 
学位授与の要件      学位規則第４条第２項該当 
 
審査研究科      生命環境科学研究科 
 
学位論文題目     Studies on the Characteristics of Sago Starch in Relation to  
Growth Environment of Sago Palm (Metroxylon sagu Rottb.) and  
its Value Addition to Wheat Flour as a Food Starch Ingredient 
(生育環境に影響されるサゴ澱粉の特性と小麦粉に混ぜた場合の付加価値の研究） 
 
主査             筑波大学准教授    博士（農学） 吉田 滋樹 
 
副査       筑波大学教授     農学博士   佐竹 隆顕 
 
副査       筑波大学教授     博士（農学） 北村 豊 
 
副査       筑波大学教授     農学博士   佐藤 誠吾 
 
 
論   文   の   要   旨 
 
   最新の国連の推計によれば、世界人口は2050年までに96億人に達すると予測されている。これだけの人
口を養うために、国際連合食糧農業機関の世界の食糧生産に関する計画では2050年までに世界の食糧生産を
60％増加させることを目標としているが、これは非常に困難な挑戦と考えられている。現在の主要な穀物生
産の状況は、土地と水不足の深刻化、地球温暖化による気候変動の進行、バイオエネルギーとの競合などの
諸問題と直面しており、世界の食料の安定供給は、このような不確定な要因への対応に苦慮しているのが現
状である。そのため現在の主要穀物の代替となる食料資源の確立への関心が高まっている。主要穀物の代替
となり得る植物資源の中でサゴヤシ(Metroxylon sagu Rottb.)はこれまであまり世界規模での関心を持た
れなかった地域限定的な食糧である。しかし、農耕に使われていない湿地や他の作物の成長には適さないピ
ート沼地でも生育可能である上、7~10年生の1個体あたり150－400 kgの乾燥デンプンを得られる程の高いデ
ンプン産生能を有する。そこで、本研究では、このサゴヤシとサゴデンプンに着目し、最初に、サゴヤシの
生育環境とサゴデンプンの着色性との相関関係に関する調査を行った。酸性度と土壌中の硫黄濃度が高い淡
水湿地で生育したサゴヤシのサンプルからは非常に酸化されやすいフェノールを多く含むデンプンが得ら
れ、その色はピンク色もしくは褐色であった。このデンプンは他のサンプルと比較してフェノール類含量が
高く (乾物重量1 gあたりカテキン0.115 mg等量)、抽出過程において急速に褐色化されたことから、デンプ
ンを抽出したサゴヤシの髄には高いポリフェノール酸化酵素活性が含まれることが示唆された。一方、硫黄
と灰分の含量が比較的低い中性土壌で育ったサゴヤシから抽出されたデンプンは白色であり、サゴヤシの生
育した土壌中の硫黄含量が着色性と大きく関与することが明らかとなった。 
 次いで、サゴデンプンの実際の食品生産への応用を目的として、標準的なクッキーにおけるサゴデンプン
の小麦粉の代替性を研究した。小麦粉との混合比を変えて作製したクッキーの官能試験の結果、40%までサ
ゴデンプンで置換したものまでは、南タイにおける消費者に受け入れ可能であることが明らかとなった。ク
ッキー製造において小麦粉を40%以上サゴデンプンに置き換えた際には、官能試験の評価は劇的に低下した
が、これは外観とテクスチャーの評価が低下したことによるものであった。これらの結果は、他のタイプの
ローカルな地域の菓子や食品製造においても、サゴデンプンを小麦粉の代替として一部を置き換えることが
可能で有ることを示しており、サゴデンプンは比較的未利用であったが、利用法によって付加価値が高まる
ことが明らかとなった。 
 
審   査   の   要   旨 
 
 世界規模での人口増加に伴い、安定的な食糧の確保は急務であるが、コメやムギ、ダイズなどの主要穀類
の生産はすでに限界に近く、代替食糧の確保が課題となっている。この代替植物としてサゴヤシは、他の植
物の生産には不適な湿地でも生育可能であり高いデンプン生産能を有していることから注目されている。し
かし、サゴヤシ由来のデンプンは褐変しやすく商業的な価値が他の植物由来のデンプンに比べて低いことが
問題であった。そこで本研究では最初にサゴの生育環境とデンプンの着色性の相関に関する調査を行い、硫
黄と灰分含量が低い中性pHの土壌で生育したサゴヤシから抽出したデンプンは、他の土壌環境で生育した物
に比べ比較的白色であることを明らかにした。このように環境要因のサゴデンプンの着色性への関与を調査
した研究は非常に少なく、基礎研究としても興味深いが、さらにこの結果は土地改良などにより褐変しやす
いサゴデンプンの商業的な価値を高めることが可能であることを示唆しており、サゴヤシの植林の普及に大
きく貢献すると評価できる。次いで、サゴデンプンを小麦粉と混合したクッキーを調製し官能評価に供した。
その結果、40%までであれば、調査対象地域のタイにおいては受け入れ可能であるが、40%以上では外観とテ
クスチャーの評価が低下することを明らかにした。この結果は、実際の調理におけるサゴデンプン利用の可
能性を明らかとしたものであり、サゴデンプンが広く利用可能であることを示唆している。上記のように本
論文は食糧資源としてのサゴヤシとそこから取れるサゴデンプンの利用拡大に大きく寄与する価値の高い
研究と評価できる。 
平成26年10月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
